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持続可能な地域戦略に向けて，地域社会の特徴の一つである地域住民の環境認識と都市形成過程を踏ま

えた空間的特徴との関係性を読み解くことは今後のまちづくりにおいて重要な課題である．本研究の対象

である沼津市中心市街地は，自然・歴史・観光・文化にわたる多様な地域資源を有し，それらを活用した

持続可能な観光戦略・地域戦略の推進が課題となっており，ヒト中心のまちづくりを目指した様々な取り

組みが行われている．本研究の目的は，沼津市中心市街地の都市形成過程と地域資源の特徴を整理し，景

観価値との関係性を明らかにすることである．文献調査とアンケート調査の結果から，景観価値の分布の

特徴や重層性など，景観価値と都市形成過程を踏まえた空間的特徴との関係性に関する特性を指摘した． 
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１．序章 
 

(1)背景と目的 

近年，地域の固有性，多様性を活かした地域づくりに

向けて，モノの整備だけではなく，それに伴う文化の継

承，活用の重要性が指摘されている1)．一方インバウン

ド需要の高まりやその対応に向けたインフラ整備により

観光客が急増した地域などでは，環境，社会文化，経済

の3点のバランスが取れた持続可能な観光戦略・地域戦

略の必要性が指摘されている2)．しかし学術分野におい

て，上記の指標のうち環境，経済などの定量的なデータ

を得やすい指標に比べ，歴史的経緯など地域性の影響が

強い地域社会の特徴を把握する分析手法や，計画に反映

するための知見は十分に蓄積されていない． 

地域社会の特徴の一つに，地域住民の環境認識

（Environmental Cognition; EC）があげられる．地域住

民のECは，ソーシャルキャピタルの醸成や近隣コミュニ

ティの結束等への影響が指摘されるなど3)，地域づくり

において重要な要素である．地域の固有性，多様性を活

かした地域づくりに向けては、ECと計画対象となる都市

の空間的特徴との関係性の把握が課題となる．しかしEC

とその形成過程を踏まえた都市の空間的特徴との関係性

を分析した研究は未だ少ない状況にある． 

以上，持続可能な地域戦略に向けて，地域社会の特徴

の一つとして，地域住民のECと都市形成過程を踏まえた

空間的特徴との関係性を読み解くことは今後のまちづく

りにおいて重要な課題である． 

本研究では，ECの一つであり，住民参加型GISの手法

を用いた一連の研究4),5)などで，人間と環境の感情的な

繋がりを検証するのに用いられている景観価値に着目す

る．景観価値は「場所が持つ価値の類型」と定義される． 

また，本研究の対象である沼津市中心市街地は，自

然・歴史・観光・文化にわたる多様な地域資源を有し，

それらを活用した持続可能な観光戦略・地域戦略の推進

が課題となっており6)，ヒト中心のまちづくりを目指し

た様々な取り組みが行われている．地域の主体的なまち

づくりへの参画を通した持続可能な地域戦略の実現に向

けて，都市形成過程を踏まえた多様な地域資源の特徴と，

地域住民の景観価値の認識の関係性を明らかにすること

が求められている地域の一つである．特に，歴史的な地

域資源に対して近年の新たなまちづくりの取り組みによ

り，どのような複合的な景観価値が創出されているかな

どは重要な論点になると考える． 

以上より，本研究の目的は，沼津市中心市街地の都市

形成過程と地域資源の特徴を整理し，景観価値との関係

性を明らかにすることとする． 
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(2)既往研究と本研究の位置づけ 

環境認識に関する既往研究の一つとして，地域愛着に

関する研究の蓄積がある．澤田ら 7)は，過去の居住環境

や空間体験が心象風景を形成し，個人の価値観に影響す

ることを指摘している．安藤ら 8)は石垣島の赤瓦屋根の

街並み景観に対し，生活経験や認識が赤瓦屋根への愛着

に影響している可能性を指摘している．また福島ら 9)は，

景観価値と地域愛着，ならびに空間的特徴との関係性を

分析した上で，地域住民が認識する景観価値の把握が，

地域計画を進めるうえで重要であることを指摘している．

しかし，歴史的な地域資源に対して近年の新たなまちづ

くりの取り組みが行われたことで，どのような複合的な

景観価値が創出されるかといった都市形成の重層性を加

味した分析は行われていない． 
沼津市を対象とした研究では，戦災復興誌と新旧の中

心市街地活性化基本計画をもとに戦災復興土地区画整理

事業の目的や導入手法の特性を明らかにした研究 10)，行

政計画内における地域遺産の位置づけから地域遺産の活

用が継続的に行われた要因を分析した研究 11)，沼津アー

ケード名店街における空間利用の変容と美観地区制度が

生活に与えた影響を把握した研究 12)等の蓄積がある． 
本研究は多様な地域資源と都市計画による開発，近年

のまちづくりの取り組みが重なる沼津市中心市街地の空

間的特徴の関係性を分析する点に特徴がある． 
 

(3)研究手法 

沼津市中心市街地の都市形成過程について文献調査に

より把握し，現代の空間的特徴とともに分析をおこなう．

調査に使用した主な文献資料を表-1に示す．景観価値に

ついては，アンケート調査をおこなう．アンケート概要

については3章で詳述する．なお本論執筆段階では，プ

レアンケートの位置づけとして，地域の地理や歴史，ま

ちづくりへの理解度が高い，沼津市役所の職員を対象と

した調査結果を示す．最後に景観価値と都市形成過程を

踏まえた空間的特徴との関係性を分析・考察する． 

 

 

２．都市形成過程と空間的特徴 
 

(1)対象地の概要 

沼津市は，静岡県東部に位置し，首都100キロメート

ル圏にある．恵まれた自然環境と優位な地理的条件のも

とで，東駿河湾地域伊豆方面への交通拠点あるいは広域

的な商業・文化拠点として古くからこの地域の政治，経

済，文化の中心的役割を担ってきた13)．現在の中心市街

地周辺には，狩野川，香貫山，千本松原などの豊かな自

然と，明治期から昭和期まで皇族方がご静養された沼津

御用邸記念公園，年間166万人の観光客が訪れる沼津港，

沼津のBAR文化を象徴する数多くのBAR等，自然・歴史・

観光・文化にわたる多様な地域資源が存在する（図-1）． 

現代では，中心市街地の活性化と再生を図るため「沼

津市中心市街地まちづくり戦略」を策定し，「ヒト中心

の公共空間の創出」「拠点機能の促進」「まちなか居住

の促進と市街地の向上」「周辺地域資源との連携」の4

つの戦略を掲げ，沼津市が持つポテンシャルを発揮させ

た魅力ある都市を目指した施策が検討されている14)． 

 

(2)沼津市中心市街地の都市形成過程 

本節では，文献調査により沼津市中心市街地の都市形

成過程を整理し，現代の空間的特徴および地域資源の形

成時期を把握する． 

a)近世期 

沼津の都市形成は，東海道の宿場町として栄えていた

地に沼津城が築城されたことから始まる15)．慶長5

（1600）年に東海道の整備が開始し，沼津宿が近世東海

道の宿となった．安永6（1777）年に，のちに老中とな

る水野忠友が沼津に城地を与えられ沼津城を築城した16)．

従来の宿場町の機能や構造に制約されながら，城と武家

屋敷が建設されたため，宿場町と城下町の二つの機能を

有した地となった17)． 

表-1 使用した主な文献資料 

No. 著者：文献・資料名称 発行年 

1 沼津市史編さん委員会：沼津市史 通史編 近世 2006 

2 沼津市史編さん委員会：沼津市史 通史編 近代 2007 

3 沼津市史編さん委員会：沼津市史 通史編 現代 2009 

4 沼津市史編さん委員会：沼津市史 通史別編 民俗 2009 

5 沼津市誌編纂委員会：沼津市誌 上巻 1961 

6 沼津市誌編纂委員会：沼津市誌 中巻 1961 

 

図-1 沼津市中心市街地の空間的特徴と地域資源 
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狩野川は灌漑の用水として農地を潤し，さらに水運の

要路としても商取引を支えていた．狩野川右岸側には魚

市場や伊豆通いの定期船が設けられ，当時は狩野川河岸

そのものが港の役割を果たしていた18)． 

また，駿河湾沿いに生えていた松林は住まいと耕地を

潮風から守る役割を果たしていたが，天正8（1580）年

に，武田氏と北条氏による駿河湾海戦により千本松原の

松は切り払われた19)．その後，千本山乗運寺の開祖・増

誉上人が松苗を1本ずつ植えたことで松原が復活した． 

b)明治期から戦前期 

明治時代になると，大磯に日本で最初の海水浴場が開

設された20)．その翌年に沼津でも千本浜と牛臥山に海水

浴場が開設された21)． 

また東海道線の開通により，明治22（1889）年に沼津

駅が開設された22)．これに伴い，沼津城の土手や堀を埋

め立て，大通りが整備されて，城を中心とした街並みが

駅を核にした街並みへと変貌した23)．鉄道開通後には沼

津町の戸数も増えた24)．鉄道の開通で人や物の流れが変

わり，沼津駅を中心にした交通・運輸網が発達した25)． 

東京―沼津間の交通利便性が向上すると，沼津の風

景・気候の良さから，避暑・避寒・保養地として急速に

知名度が向上した26)．明治26（1893）年には島郷に御用

邸が造営され，同年7月には当時の皇太子（大正天皇）

が行啓になって以来，年々皇族方が滞留した27)．昭憲皇

太后は沼津滞在中に各所へ出かけたが，特に千本松原の

逍遥を楽しんだことから沼津公園の設置の話が起こり，

明治41（1908）年8月に開園式が行われた28)． 

沼津の魚市場は，狩野川右岸側に漁船をつけて開かれ

ていたが，狩野川は土砂の堆積が多いため，漁船の大型

化などに対応できていなかった29)．この状況に対し，将

来に危機感を覚えた鮮魚商の有志が大正末期から用地買

収や工事申請などを行った 30)．その結果，昭和8

（1933）年に狩野川河口でドック式泊地の開削が着手さ

れ，昭和12（1937）年に沼津港内港が竣工した31)．その

後は，旅客，諸物産の海上輸送が活発となり，運送業者

も集結した32)． 

c)戦後期 

第二次世界大戦により，沼津市は空襲に見舞われ，当

時の中心市街地の大半が焼失した33)．戦後には戦災都市

に指定され，戦災復興都市計画により，大規模な道路整

備や区画整理が行われた34)． 

昭和30年代後半からは，多くの都市公園が設置された．

昭和36（1961）年には，明治41（1908）年に開設された

沼津公園を含む30.0haを告示して千本浜公園が開設され

た．昭和44（1969）年には，皇族方の保養地だった沼津

御用邸が廃止され，昭和45（1970）年には沼津御用邸記

念公園として開園した35)．さらに昭和49（1974）年には，

沼津御用邸記念公園内の本邸跡に歴史民俗資料館が開館

した36)．また，昭和45（1970）年には沼津城の跡地に中

央公園も開園した37)． 

昭和40年代になると，一般貨物の取扱量の増加により，

船舶が大型化し沼津港内港は手狭となってきていた．そ

のため沼津港外港が計画され，昭和45（1970）年10月に

完成した38)．これより大型船の入港が可能となったため，

一般貨物の取り扱いは外港が主力となった39)．昭和43

（1968）年には，港大橋が完成し，それに伴い狩野川の

渡し船の運航は廃止されたが，1997年（平成9）に「我

入道の渡し船」として観光用に復活した40)． 

 

(3)近年行われている事業や取り組み 

近年，中心市街地の活性化と再生を図るため「沼津市

中心市街地まちづくり戦略」が策定され，様々な事業や

取り組みが行われている．具体的には，沼津駅周辺を一

体的に再開発する「沼津駅周辺総合整備事業」や，狩野

川右岸の階段堤を利用したイベント活用に取り組む「か

のがわ風のテラス」等である．他に，中央公園を「THIS 

IS NUMAZU」や「週末の沼津」等の様々なイベント会場

として活用する動きもみられる．他にも，沼津港では，

「沼津港港湾振興ビジョン」が策定され，展望機能を備

えた日本最大規模の大型航路水門「沼津港大型展望水門

（びゅうお）」や沼津港深海水族館等が開設された41)．

また沼津御用邸記念公園では，茶会や皇室写真展等の毎

年の年間行事，近年ではBBQ等の多様なイベント活用が

されている42)． 

以上より，沼津市の現代の空間的特徴は，各時代に整

備された都市機能を活かしながら，新たな整備事業や取

り組みを重ねて形成されてきたことがわかる．また現代

においても，同様に地域資源をいかした都市の活性化を

図る動きがみられる．これらの都市形成過程からみた，

沼津市中心市街地の空間的特徴を図-2に示す． 

 

 

３．地域住民の環境認識 
 

(1)アンケート調査概要 

本研究としては，地域住民の景観価値の認識をはかる

ことを目的としているが，本論執筆段階ではプレアンケ

ートの位置づけとして，地域の地理や歴史，まちづくり

の取り組みに対して理解がある沼津市役所の職員を対象

として調査をおこなった．本調査を通して沼津市中心市

街地に地域住民が持つ可能性が高い景観価値の特徴を概

観することを試みた．具体の調査方法としては，沼津市

中心市街地において景観価値を感じる場所を地図上にプ

ロットしてもらい，その場所を選定した理由を記述する
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よう要請した．用いる景観価値は既往研究43),44)を参考に，

美観的価値，歴史的価値，神聖的価値，社会的価値，経

済的価値，学習的価値，将来的価値，娯楽的価値，原生

的価値，供給的価値，内在的価値の11種類に加え，これ

ら以外の価値を感じる場所について網羅できるよう，そ

の他の価値の項目を導入し，12種類の価値を設定した．

各景観価値の定義を表-2に示す． 

回答者属性を把握するため，この他に，性別，年齢，

居住歴についても問う項目を設けた．以上の調査を行い，

有効回答数15サンプルを得た． 

図-2 沼津市中心市街地における現代の空間的特徴 

表-2 本研究で設定した各景観価値の名称と定義 

景観価値 各景観価値の定義 

美観的価値 魅力的な景色や眺め，香り，音などがあると感じる重要な場所 

歴史的価値 
都市の歴史や，芸術や音楽などの伝統文化を学ぶことができると

感じる重要な場所 

神聖的価値 
神聖で神秘的な価値や自然への畏怖や敬意等，精神的に特別に感

じる重要な場所 

社会的価値 
人々の交流やコミュニティ・サービスの機会を提供していると感

じる重要な場所 

経済的価値 
観光事業，農業，その他の商業活動等，地元の関連企業が支えら

れていると感じる重要な場所 

学習的価値 都市や環境について学ぶことができると感じる重要な場所 

将来的価値 
将来の世代が現在の地域のことを知り，体験することができると

感じる重要な場所 

娯楽的価値 遊ぶ機会を提供していると感じる重要な場所 

原生的価値 自然がそのままの状態で残されていると感じる重要な場所 

供給的価値 綺麗な空気や水等の自然を提供していると感じる重要な場所 

内在的価値 
何か役割や機能を果たしている必要がなく，その場所の存在自体

が重要だと感じる場所 

その他の価値 
上記指標では示せなかったその他の場所が特別である、又は価値

があると感じる場所 

(2)アンケート調査結果 

本節では，アンケート回答者の属性と対象地での居住

歴，各場所における景観価値の特徴を示す． 

a)アンケート回答者の基本属性 

アンケート回答者の属性と居住歴について表-3に示す．

男性が9名と多いが，年齢層は20代から60代まで分散し

ている．居住地の傾向は沼津市内が多い． 

b)各場所における景観価値の特徴 

各回答者が地図にプロットした景観価値の総数は，対

象範囲外への回答を除き328個であった．プロットされ

た景観価値全体の位置を図-3に示す．各景観価値の回答

数をみると，社会的価値(58)が最も多く，次いで美観的

価値(53)，娯楽的価値(41)であった．これらのデータか

ら，景観価値として回答された場所の名称および選定理

由を整理し，各場所の景観価値の特徴を把握する． 

回答が集中した場所についてみると，「ある拠点を中

心にその周辺を含むエリア」としての回答と，「対象が

明確に特定される場所」の2種類の特徴がみられた． 

「ある拠点を中心にその周辺を含むエリア」として，

沼津駅周辺エリア，千本浜公園周辺エリア，狩野川周辺

エリア，沼津港周辺エリアの4つのエリアがあげられる． 

沼津駅周辺エリアは，沼津駅周辺総合整備事業等を通

して多様な商業施設が立地しており，イベント利用だけ

でなく日常生活の中でも人々の交流拠点となっており，

社会的価値，娯楽的価値，経済的価値が指摘された．ま

た，今後の再開発事業が進行する様子を見られるという

理由から，学習的価値，将来的価値も指摘された． 

千本浜公園周辺エリアでは，千本松原と海岸線の二つ

の大きな自然資源により，美観的価値，原生的価値，供

給的価値，神聖的価値，内在的価値，学習的価値が指摘

された．また公園内にある遊具で子供が遊べることや，

海水浴場が毎年開設されること，マラソン大会等のスポ

ーツイベントが開催されることなどから，娯楽的価値，

社会的価値も指摘された． 

狩野川周辺エリアでは，沼津市中心市街地を流れる河

川として，美観的価値，供給的価値，内在的価値，原生

的価値が指摘された．近年では階段堤を利用した「かの

がわ風のテラス」の取り組みによる，オープンカフェや

BBQ，カヌー体験等，まちと水辺空間が一体となったイ

ベントで活用されていることから，社会的価値，娯楽的

価値が指摘された．またかつての交通手段であった「我

入道の渡し船」の復活により，歴史的価値，将来的価値

も指摘されている． 

沼津港周辺エリアは，市内最大の観光拠点かつ産業の 
表-3 アンケート回答者の属性データ 
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中心地であることから，経済的価値，娯楽的価値，社会

的価値，将来的価値，学習的価値が指摘された．エリア

内の特定の施設としては，沼津港大型展望水門（びゅう

お），沼津港深海水族館，沼津港食堂街に対する指摘が

多くみられた．沼津港大型展望水門（びゅうお）につい

ては，展望施設から見える駿河湾を含んだ街並みの景色

や，展望水門自体の夜のライトアップに対し美観的価値

が指摘された． 

「対象が明確に特定される場所」としては，香貫山，

沼津御用邸記念公園，中央公園の3箇所があげられる． 

香貫山に残る自然資源について，原生的価値，内在的

価値，供給的価値，神聖的価値が指摘された．またハイ

キングなどの活動を通した娯楽的価値の指摘や，ハイキ

ングをする際に自然を感じることができるといった活動

をベースとする価値の指摘もみられた．また頂上から市

内を一望できることに対し美観的価値が指摘され，香陵

 

図-3 景観価値の布置状況 
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台に設置されている戦没者の慰霊塔に対し神聖的価値，

将来的価値が指摘された． 

沼津御用邸記念公園では，明治から昭和まで皇族方の

保養地として利用されていた歴史的経緯から，歴史的価

値，将来的価値，内在的価値，原生的価値が指摘された．

御用邸記念公園内に歴史民俗資料館があることから，学

習的価値，歴史的価値，将来的価値が指摘された．また，

近年のイベント開催やBBQの利用等に対して，社会的価

値，娯楽的価値が指摘された． 

中央公園では，近年「週末の沼津」や「THIS IS 

NUMAZU」をはじめとした多くのイベントが開催されてい

ることから，社会的価値，娯楽的価値，経済的価値が指

摘された．また子供の遊び場や待ち合わせ場所等の日常

的な利用を通して，社会的価値，娯楽的価値が指摘され

た．沼津城の跡地であることから歴史的価値も指摘され

た．さらに，以上の特徴を活かした再整備事業の予定に

対して将来的価値の指摘も一部みられた． 

 

(3)都市形成過程と景観価値の関係性 

本節では，都市形成過程と景観価値の関係性について

考察する．アンケートで景観価値が指摘されたエリアお

よび場所について，当初の形成時期と，その後の都市計

画による開発や，近年のまちづくりの取り組みなどを整

理し，各景観価値について「価値を感じる理由」の一例

を記載した（図-4）． 

多くの景観価値が指摘されたエリアおよび場所では，

各拠点となる施設などが形成された後の，新たな整備や

取り組みの実施を通して，新たな景観価値，特に社会的

価値や娯楽的価値などが指摘されている．これらは歴史

的なエリアや場所の特徴に加え，近年の整備事業や取り

組みの効果が景観価値の認識に反映されているものだと

解釈することができる． 

また，千本浜公園周辺エリアの海，狩野川周辺エリア

の河川，香貫山の自然など，都市部にありながら，海川

山の原生的価値，供給的価値，内在的価値，美観的価値

といった価値が指摘されていること，それらの価値が保

全されている中で，アクティビティを通した社会的価値

や娯楽的価値が重層されている点などは，沼津市中心市

街地の景観価値と都市形成過程を踏まえた空間的特徴と

の関係性において着目すべき重要な特性と考えられる． 

 

 

４．結論 
 

(1)本研究の成果 

多様な地域資源と都市計画による開発，近年のまちづ

くりの取り組みが重なる沼津市中心市街地を対象とし，

文献調査とアンケート調査から景観価値と都市形成過程

を踏まえた空間的特徴の関係性を分析した．本研究で得

られた成果は以下の通りである． 

 沼津市の現代の空間的特徴は，各時代に整備され

た都市機能を活かしながら，新たな整備事業や取

り組みを重ねて形成されてきたこと，現代におい

ても同様に地域資源をいかした都市の活性化を図

る動きがみられることを指摘した．（2章） 

 多くの景観価値が指摘された「ある拠点を中心に

その周辺を含むエリア」と，「対象が明確に特定

される場所」について，各景観価値の指摘の要因

を整理した．（3章） 

 多くの景観価値が指摘されたエリアおよび場所で

は，各拠点となる施設などが形成された後の，新

たな整備や取り組みの実施を通して，新たな景観

価値，特に社会的価値や娯楽的価値などが指摘さ

れていることを指摘した． 

 海川山など自然の保全による景観価値とアクティ

ビティを通した景観価値の重層性に沼津市中心市

街地景観価値と都市形成過程を踏まえた空間的特

徴との関係性における着目すべき特性があること

を指摘した．（3章） 

 

(2)今後の課題 

本論の分析から得られた景観価値の特徴の分析を進め

るとともに，日常的に地域を利用する地域住民を対象と

した本調査を実施し，都市形成過程を踏まえた多様な地

域資源の特徴と，地域住民の景観価値の認識の関係性を

明らかにしていく． 
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図-4 都市形成過程と景観価値の関係性 
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